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意見交換会の開催概要

日時：2026/2/27(金) 14:00～16:00
参加者：自治体（9名） 霞ヶ浦河川事務所（3名）
場所：関東地方整備局 霞ヶ浦河川事務所 水管理棟2階会議室
＜意見交換会概要＞
・霞ヶ浦流域における取組状況・住民防災意識調査アンケート結果について
・ワールドカフェ方式による意見交換
・防災アニマル診断の紹介

• 次期取組方針策定に向けて、これまでの取組方針の実施状況、住民防災意識調査アンケート結果を踏まえた、各
自治体担当者の意見交換会を開催いたしました。

• ワールドカフェ方式による活発な意見交換の結果、関係自治体の具体な取組が挙げられ、参加者が意見交換の中
から多くの気づきを得ることができました。

＜ワールドカフェ方式のイメージ＞

凡例

固定（カフェマスター）

第2ラウンド時移動

第3ラウンド時移動

■作成された意見交換会シート

1

■意見交換会



意見交換会の５つのテーマ
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• 霞ヶ浦流域における防災意識に基づいた取組、要配慮者利用施設の避難の実効性向上に向けた取組、広域避難
に関する取組について意見交換を行うために、５つのテーマを設定しました。

１.防災意識が低い住民に向けた取組
災害リスクの認知度向上が必要な人に向けて
自らのリスクを認知していただくような取組

２.防災意識が高い住民に向けた取組
フェイズ4、5、率先避難者が旗振り役となり、

全体のフェイズを引き上げるような取組

３.防災意識を底上げする取組
各フェイズの人が段階的にワンランクアップを行えるように

防災意識を底上げする取組

４.要配慮者利用施設の
避難確保計画の作成・

避難訓練の促進支援の取組
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５.河川防災施設の整備・活用
インフラを「防災拠点」としてどう機能させるか



１．防災意識が低い住民に向けた取組
災害リスクの認知度向上が必要な人に向けて、自らのリスクを認知していただくための取組

• 防災意識が低い住民に向けた取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。
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周知・広報
• 町広報紙への防災に関する記事・コラム・特集の掲載（月1〜2回）
• なめテレ（ローカルTV）での防災発信

イベント
• イベント（スポーツ、お祭り、防災等）での防災広場開催

視覚効果
• 浸水想定看板の設置
• 電柱等へのまるごとまちごとハザードマップの実施

デジタルツール
• 防災放送アプリ、コスモキャスト
• 防災アプリの構築

現在実施していること
Phase
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１．防災意識が低い住民に向けた取組
災害リスクの認知度向上が必要な人に向けて、自らのリスクを認知していただくための取組

• 防災意識が低い住民に向けた取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。
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• 広報の形骸化：情報発信の到達度や理解度が不透明であり、防災無線のアプリ化なども
登録者が伸び悩んでいる。

• リスクの認知不足：「堤防があるから安全だ」と思い込み、個人の防災意識が高まらない住民
がいる。

• 多様な対象者への対応：外国人住民や一時的な滞在者など、多様な対象者への対応が必要
である。

現在悩んでいること・課題

今後の方向性・アイデア

• 浸水想定看板や「まるごとまちごとハザードマップ」による物理的な視覚化を行い 、リスク
認知を促す。

視覚的な啓発

• SNSや動画コンテンツ等の活用により、若年層やスマホ世代へ直感的に響く
親しみやすい情報発信体制を構築する。

デジタル広報の充実
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• 外国人等への情報伝達等、多様な主体へ等しく情報を届ける多角的なサポート体制を
整備する。

多様な対象者へのサポート体制の構築



２．防災意識が高い住民に向けた取組
フェイズ4、5、率先避難者が旗振り役となり、全体のフェイズを引き上げるような取組

• 防災意識が高い住民に向けた取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。

組織活動・人材育成
• 防災士資格取得補助金

• 地域防災サポーター制度（防災士の活用）

訓練・教育
• 防災訓練の連携
• 防災士を活用し、防災教室を開始している
• 地元コミュニティの代表者が指導して教室等を開いている

組織連携
• 市区長会での情報発信

• 毎年防災訓練について各区長宅での説明

現在実施していること
Phase1 Phas

e2
Phas
e3 Phase

4
Phase

5
率先
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２．防災意識が高い住民に向けた取組
フェイズ4、5、率先避難者が旗振り役となり、全体のフェイズを引き上げるような取組

• 防災意識が高い住民に向けた取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。
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• 防災士会等の活動不足：防災士の資格取得支援は進展しているが、地域におけるリーダーの主体的な
活動の定着が課題となっている地域もある。

• 予算の未活用：自主防災組織等の予算について、効果的な活用方法を模索している地域もある。

現在悩んでいること・課題

今後の方向性・アイデア

• 予算の使い道を整理し、リーダーの活動を支えるための経費等、組織が実働できる環境
を整備する。

リーダーが活動できる体制の整備

• 「出前講座」などの具体的な実施を通じて、防災士が地域住民へ知識を還元す
る機会を設ける。

• 教える側に立つことで活動を促進し、地域防災力の底上げを図る。

リーダーが主役となる「活動の場」の創出
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３．防災意識を底上げする取組
各フェイズの人が段階的にワンランクアップを行えるように防災意識を底上げする取組

• 防災意識を底上げする取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。

教育・体験
• 小学校での防災教室（子どもから大人まで幅広く）
• 防災士の活用（小学校の授業で講話）

• 市・区が連携しての防災訓練（50人規模などの実働訓練）

郷土学習
• 土地（災害）の歴史 / 土地の歴史（昔は湖だったなど）
• 防災に関する講習会（霞ヶ浦の地盤高など土地を知ってもらう等）

実践・訓練
• 毎年洪水時期に浸水想定地区の避難訓練を実施
• 町と地区との防災訓練

地域連携
• 地域ごとの防災力強化（自主防災組織の活動）

現在実施していること
Phase1 Phas

e2
Phas
e3

Phas
e4

Phas
e5

率先
避難者
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３．防災意識を底上げする取組
各フェイズの人が段階的にワンランクアップを行えるように防災意識を底上げする取組

• 防災意識を底上げする取組について記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。
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• 内容のマンネリ化と参加層の固定：訓練や講座が毎年同じ内容で質問も固定化しており、市民
の参加者が増えず層が固定されている。

• 単発実施による定着不足：年1回では知識が身につきにくく、実施内容が住民に伝わっている
かの確認・検証ができていない。

現在悩んでいること・課題

今後の方向性・アイデア

• イベントでの「防災広場」設置等で接触機会を増やす。
• 内容が住民へ確実に伝わったかを確認・検証できる仕組みを整える。

日常的な接触と検証の仕組み作り

• 子供向け講座を起点に保護者層を巻き込んだ防災教育を展開し、訓練や教育内容の形
骸化を防ぐ。

親子参加の促進
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４．要配慮者利用施設の避難確保計画の作成・避難訓練の促進支援の取組

9

研修・人材活用
• ケアマネジャー研修会への参加

連携・体制構築
• 福祉部と民生委員が協力して計画を作成中
• 町内の福祉施設との災害協定を結ぶ

現在実施していること

• 要配慮者利用施設の避難確保計画の作成・避難訓練の促進支援の取組に関して記載された意見及び、今後の方
向性については以下の通りです。



• 要配慮者利用施設の避難確保計画の作成・避難訓練の促進支援の取組に関して記載された意見及び、今後の方
向性については以下の通りです。
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現在悩んでいること・課題

今後の方向性・アイデア

• 福祉部門との緊密な連携に加え、区長や民生委員、消防団といった地域組織が一体と
なって施設避難を支える協力体制を構築する

組織・地域の連携強化

４．要配慮者利用施設の避難確保計画の作成・避難訓練の促進支援の取組

• 内部の自覚不足：施設を所管する各部署において、防災を「自分事」として捉える意識が薄く、
職員の訓練実施や危機管理意識の向上が課題となっている。



• 河川防災施設の整備・活用に関する取組に関して記載された意見及び、今後の方向性については以下の通りです。
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現在悩んでいること・課題

今後の方向性・アイデア

• 民間企業のノウハウや資金を導入し、「防災ミュージアム」等の日常的な賑わいと学びを
両立させた施設の整備

民間連携の連携検討

５．河川防災施設の整備・活用

記載なし

現在実施していること

記載なし



意見交換会から得られた横断的な示唆
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• 意識の希薄化：「堤防があるから安全」という思い込みから危機感が薄れ、個人の防災意識
が高まらない。

• 活動の停滞と役割の不明確さ：防災士の資格取得は進むが、地域での具体的な出番が少な
く活動が形骸化している。

• 訓練・教育のマンネリ化と参加層の固定：内容や質問が固定化し、従来の呼びかけでは参加
者が増えず、顔ぶれも一部の層に偏っている。

共通する３つの課題

今後の方向性・アイデア

リスクを自分事化する：
地域のイベントや日常生活の中で自然に防災に触れる機会を増やし、心理的なハード
ルを下げることで、リスクを「自分事」として捉える意識を醸成する。

リーダーが旗を振る：
地域活動の中でリーダーが知識や経験を還元できる役割を構築し、防災教育や防災訓
練等を通じて主体的に活動を展開できる体制を整備する。

防災力の底上げ：
多様な世代が関心を持つ切り口で活動を展開し、参加のきっかけを広げることで、地域
における全体的な防災意識を底上げする。



意見交換会で記載された取組のとりまとめ



フェイズ分類をもとにした
有効な取組の方向性

現在実施していること

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度向上

が必要な人に向けて自ら
のリスクを認知していた
だくような取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイズ
を引き上げるような取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップを
行えるように防災意識を
底上げする取組

要配慮者利用施設

の避難確保計画の作
成・避難訓練の促進
支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート①
洪水に対する防災意識、逃げる意識の向上を図り、

地域住民の命を守るための取組について

広報・啓発

• なめテレ（ローカルTV）での防災発信
• 町広報紙への防災に関する記事・コラム・特集の掲載（月

1〜2回）
• 新聞掲載（防災に関する記事）
• 固定電話による配信サービス

• 広報紙（1回/月、2回/月）
• みんなが分かりやすいパンフレットの作成
• ハザードマップ（パンフレット）の公表・配布

施設整備・視覚化

• 浸水想定看板の設置
• 電柱等へのまるごとまちごとハザードマップ（まるまち）

の実施
• ハザードマップ（パンフレット）の公表・配布

イベント

• イベントでの防災意識啓発・事例紹介
• イベント（スポーツ、お祭り、防災等）での防災広場開催
• イベント出展（スポーツイベント△、お祭りフェア△、防災イ

ベント→興味のある人が集まる）

地域連携

• 地域ごとの防災力強化（自主防災組織の活動）

組織活動・人材育成

• 防災士資格取得補助金
• 防災士連絡会
• 防災士会の設立
• 防災士連絡会発足、年1回以上総会等を実施

• 防災士連絡会の発足、年1回以上総会等を実施
• 地域防災サポーター制度（防災士の活用）
• 自主防災組織発足

防災士・リーダーによる教育と訓練

• 防災士が中心となった防災教育
• 防災士が主体となった訓練の実施
• 防災士を活用し、防災教室を開始している

• コミュニティ代表が県研修に参加している
• 地元コミュニティの代表者が指導して教室等を開いている
• 防災訓練の連携

デジタルツール・情報提供

• 防災放送アプリ、コスモキャスト
• ホームページの活用
• 防災アプリの構築
• WEBハザードマップ
• ホームページ
• フェイスブック
• ツイッター（X）
• ライン

訓練

• 町と地区との防災訓練
• 毎年洪水時期に浸水想定地区の避難訓練を実施している
• 避難所運営訓練
• 市・区が連携しての防災訓練（50人規模などの実働訓練）
• 防災訓練等への参加呼びかけ

リーダー層への働きかけ・組織連携

• 市区長会での情報発信
• 毎年防災訓練について各区長宅での説明

• 防災士総会で実技や防災知識を講義している

出前講座・子どもへの普及啓発

• 小学校での防災教室（子どもから大人まで幅広く）
• 防災士の活用（小学校の授業で講話）
• 小学校での防災講座の実施
• 小学生への防災講座の実施
• 出前講座
• 小中学生をターゲットにした防災教室（保護者の参加

も促す）
• 出前講座（霞ヶ浦特有の波浪被害等の解説含む）
• 防災講演会、講習会の実施

地域特性・土地の歴史の伝承

• 土地（災害）の歴史
• 防災に関する講習会（霞ヶ浦の地盤高など土地を知ってもらう等）
• 土地の歴史（昔は湖だったなど）

施設との災害協定

• 町内の福祉施設との災害協定を結ぶ

関係機関・専門職との連携・研修

• ケアマネジャー研修会の参加
• 福祉部と民生委員が協力して計画を作成中



フェイズ分類をもとにした有
効な取組の方向性

現在悩んでいること・今後実施できるとよいこと

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度向上

が必要な人に向けて自ら
のリスクを認知していた
だくような取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイズ
を引き上げるような取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップを
行えるように防災意識を
底上げする取組

要配慮者利用施設

の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート②

広報・情報発信の高度化（デジタル・SNS）

• 防災訓練のマンネリ化
• 毎年同じ出前講座をしても同じ質問しか出ない
• 参加することで何らかのポイントを付与
• 町避難訓練への参加する町民増加策

• 市民の参加が少ない
• 子どもに向けた水防の講座
• 被害シミュレーション（防災に対してのマンネリ化）

意識改革・リスク認知の向上

• スーパー堤防で安全だと思ってしまう住民がいる
• 防災に関しての意識づけ
• 発信した情報を受け取っていただいているか？
• 発信した情報を理解いただいているか？

• 外国人への周知
• 様々な目的で一時的に市に来る人達の対応
• 多言語対応
• 多言語に対応した手引きハザードマップ
• 外国人の防災訓練の参加

多様な住民・対象者への対応

• 区長・民生委員・消防団への防災育成
• 自治会の集まりなどで話し合ってもらう

• SNSやLINEで情報発信
• 若い人向けに動画などで広報をする
• インフルエンサーによるSNSからの情報発信
• スマホでの防災無線周知
• 防災放送アプリの登録者数の伸び悩み→LINEの活用

• なめテレ
• LINEの整備
• 防災アプリ登録者が少ない

防災訓練・講座のマンネリ化と参加促進

地域連携

• 地域のリーダーの育成
• 地元のリーダーの育成
• 地元の防災士さんなどを集めて地元の中での講話など
• 防災士による出前講座の実施

• 広報などでの防災士の紹介
• 避難を率先する者としての認定
• 区長改選に伴う講演

訓練

• 避難所の設営訓練の参加

防災士・リーダーの育成と活用

組織運営・予算

• 自主防災組織の予算化はできているが使用できていない
• 自主防への補助金の増額

重点的な支援策

• リスクの高いところから重点的に支援

教育・講座の工夫と継続性

• イベントでの防災広場での良いコーナーがないか
• 年1回ではなかなか身につかない
• 出前講座への参加者の固定化

情報発信・効果検証

• 実施したことが住民に伝わっているか確認ができていない

部門間・地域組織の連携

• 社会福祉部門との連携
• 区長・民生委員・消防団の連携

組織内・職員の意識向上

• 職員の防災訓練実施
• 各課への職員の自覚が足りない

施設整備・民間連携

• 民間活力を利用した防災ミュージアムの併設

洪水に対する防災意識、逃げる意識の向上を図り、
地域住民の命を守るための取組について



意見交換会で記載された各班のシート



フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在実施していること

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート①
地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

1班

浸水想定看
板設置

出前講座防災講演会
固定電話に
よる配信
サービス

市・区が連携
しての防災
訓練（50人弱

で実施）

イベントでの
事例紹介

地域ごとの
防災力（自主

防）

防災士資格
取得補助金

防災士連絡
会

防災アプリの
構築

防災士資格
取得補助金

防災士会の
設立

町と地区との
防災訓練

小学校での
防災教室（子
どもから大人
まで幅広く）

市区長会で
の情報発信

フェイスブッ
ク

WEBハザード
マップ

ツイッター
（X）

ライン

なめテレ

ケアマネ
ジャー研修
会の参加

町内福祉施
設との災害

協定

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール

毎年防災訓
練について
各区長宅で
の説明



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在悩んでいること・今後実施できるとよいこと

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート②1班

SNSやLINE
で情報発信

防災訓練の
マンネリ化

毎年同じ出
前講座をして
も同じ質問し
か出ない

スーパー堤
防で安全だと
思ってしまう
住民がいる

外国人への
周知

避難所の設
営訓練の参

加

区長改選に
伴う講演

自主防への
補助金の増

額

職員の防災
訓練実施

社会福祉部
門との連携

ラインの整備

各課への職
員の自覚が
足りない

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在実施していること

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート①2班

出前講座
防災放送ア
プリ、コスモ
キャスト

市・区が連携
しての防災

訓練

講習会など
の実施

50人弱の訓
練

防災士会の
設立

防災アプリの
構築

防災士が中
心となった防

災教育

防災士資格
取得補助金

福祉部と民
生委員が協
力して計画を

作成中

町内福祉施
設との災害

協定

防災士の活
用・小学校の
授業で講話

みんなが分
かりやすい
パンフレット
の作成

防災士が主
体となった訓
練の実施

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

意見交換シート②2班

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在悩んでいること・今後実施できるとよいこと

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

若い人向け
に動画などで
広報をする

防災に関して
の意識づけ

スーパー堤
防で安全だと
思ってしまう
住民がいる

様々な目的
で一時的に
市に来る人
達の対応

地域のリー
ダーの育成

地元の防災
士さんなどを
集めて地元
の中での講

話など

LINEの整備

区長・民生委
員・消防団の

連携

リスクの高い
ところから重
点的に支援

区長・民生委
員・消防団へ
の防災育成

防災訓練の
マンネリ化

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

意見交換シート①3班

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在実施していること

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

出前講座
霞ヶ浦特有
の波浪被害

等

イベントでの
防災意識啓

発

町広報紙へ
の防災に関
する記事の

掲載

電柱等への
まるまちの実

施

ローカルTV
（なめテレ）で
の防災発信

小中学生を
ターゲットに
防災教室を
開く（親もく

る）

防災訓練等
に参加しても

らう

防災士連絡
会発足、年1
回以上総会
等を実施

自主防災組
織発足、防
災訓練への

参加

防災士資格
取得補助金

ケアマネー
ジャー研修
会の参加

町内の福祉
施設との災
害協定を結

ぶ

小学校での
防災講座の

実施

防災士総会
で実技や防
災知識を講
義している

毎年洪水時
期に浸水想
定地区の避
難訓練を実
施している

土地（災害）
の歴史

コミュニティ
代表が県研
修に参加して

いる

地元コミュニ
ティの代表者
が指導して
教室等を開
いている

防災アプリの
構築

防災士を活
用し、防災教
室を開始して

いる

町内福祉施
設との災害

協定

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在悩んでいること・今後実施できるとよいこと

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

意見交換シート②3班

参加すること
で何らかの
ポイントを付

与

町避難訓練
への参加す
る町民増加

策

インフルエン
サーによる
SNSからの
情報発信

外国人への
周知

スマホでの防
災無線周知

市民の参加
が少ない

多言語対応

避難を率先
する者として

の認定

自主防災組
織の予算化
はできている
が使用でき
ていない

民間活力を
利用した防
災ミュージア
ムの併設

被害シミュ
レーション

防災アプリ登
録者が少な

い

イベントでの
防災広場で
の良いコー
ナーがない

か

年1回ではな
かなか身に
つかない

地元のリー
ダーの育成

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

意見交換シート①4班

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在実施していること

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

ハザードマッ
プ（パンフ
レット）

ハザードマッ
プの公表

防災放送ア
プリ・コスモ
キャスト

浸水想定看
板の設置

広報紙への
コラム・特集

掲載

新聞掲載（防
災に関する

記事）

ホームペー
ジ

防災訓練の
連携

広報紙（1回/
月、2回/月）

防災に関する
講習会

（霞ヶ浦の地盤
高など土地を
知ってもらう等）

出前講座
避難所運営

訓練

地域防災サ
ポーター制度
（防災士の活

用）

イベントで防
災広場を開
催している

イベント出展
・スポーツイベント△
・お祭りフェア△
・防災イベント→興味のある方
が集まる

防災士連絡
会の発足、
年1回以上総
会等を実施

土地の歴史
（昔は湖だっ

たなど）

小学生への
防災講座の

実施

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



地域住民の水災害リスクの自分事化、
命を守るための取り組みについて

意見交換シート②4班

フェイズ分類をもとにし
た有効な取組の方向性

現在悩んでいること・今後実施できるとよいこと

防災意識が低い住
民に向けた取組
• 災害リスクの認知度

向上が必要な人に向
けて自らのリスクを
認知していただくよ
うな取組

防災意識が高い住
民に向けた取組
• 率先避難者が旗振り役

となり、全体のフェイ
ズを引き上げるような
取組

防災意識を底上げ
する取組
• 各フェイズの人が段階

的にワンランクアップ
を行えるように防災意
識を底上げする取組

要配慮者利用施設
の避難確保計画の
作成・避難訓練の
促進支援の取組

河川防災施設の整
備・活用

子どもに向け
た水防の講

座

多言語に対
応した手引き
ハザードマッ

プ

自治会の集
まりなどで話
し合ってもら

う

発信した情
報を受け取っ
ていただいて
いるか？

発信した情
報を理解い
ただいている

か？

防災放送ア
プリの登録者
数の伸び悩
み→LINEの

活用

外国人の防
災訓練の参

加

広報などで
の防災士の

紹介

出前講座へ
の参加者の
固定化

防災士によ
る出前講座
の実施

被害のシミュ
レーション
（防災に対し
てのマンネリ

化）

なめテレ

実施したこと
が住民に伝
わっているか
確認ができ
ていない

第1ラウンドで記載された意見

第2ラウンドで記載された意見

第3ラウンドで記載された意見

いいねシール



意見交換会の結果の反映方針



進捗率が低い
ため進捗率を
高めていく取
組項目

進捗率が高い
がより質を高
めていく取組
項目

現状取り組んでいること 課題 今後実施したいこと

具体的な取組の柱
事項

旧No.  新No. 具体的取組
１．ハード対策の主な取組

（１）洪水を河川内で安全に流す対策
1 1 ①優先的に実施する堤防整備 継続実施

2 2 ②優先的に実施する波浪対策 継続実施

3 3 ③危機管理型ハード対策 継続実施

（２）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
4 4 ①雨量･水位等の観測データ及び洪水時の状況を把握･伝達するための基盤の整備 継続実施

5 5 ②防災行政無線の改良、防災ラジオ等の配布 継続実施

6 6 ③水防活動を支援するための新技術を活用した水防資機材等の配備 継続実施

7 7 ④簡易水位計や量水標、 CCTVカメラ等の設置 継続実施

8 8
⑤浸水時においても災害対応を継続するための施設の整備及び自家発電装置等の耐水
化

継続実施

9 9 ⑥内水被害危険箇所の対策、排水ポンプの準備 継続実施

10 10 ⑦重要インフラの機能確保を図るため、病院、市役所など重要施設の雨水排水整備の実施 継続実施

11 11 ➇河川防災ステーションの整備
・民間活力を利用した防災ミュージアムの
併設

継続実施

12 12 ⑨庁舎等の防災拠点の強化 継続実施

２．ソフト対策の主な取組  ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

（１）広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等
13 13 ①想定最大規模降雨による浸水想定区域図の公表 継続実施

14 14 ②想定最大規模降雨による氾濫シュミュレーションの公表 継続実施

15 15 ③広域避難計画の策定 継続実施

16 16 ④広域避難や外国人等を考慮したハザードマップの作成･周知等
・ハザードマップ（パンフレット）の公表配布
・WEBハザードマップ

【外国人対応】
・外国人への周知

【外国人対応】
・多言語に対応した手引きハザードマップ

継続実施：意見交換会の結果を踏まえ、
「外国人等」という文言を追加

17 17 ⑤まるごとまちごとハザードマップ整備･拡充 〇
・浸水想定看板の設置
・電柱等へのまるごとまちごとハザードマッ
プ（まるまち）の実施

継続実施：進捗率は高いが、予算確保等の
課題を踏まえ、看板等の設置に向け、計画
的な整備・拡充が必要

18 18 ⑥要配慮者利用施設の避難計画の作成及び訓練の促進 〇

・ケアマネージャー研修会の参加
・福祉部と民生委員が協力して計画を作成
中
・町内の福祉施設との災害協定を結ぶ

・各課への職員の自覚が足りない ・職員の防災訓練実施
・社会福祉部門との連携
・区長・民生委員・消防団の連携

継続実施：進捗率は高いが、計画作成の徹
底に加え、策定済みの施設における水害を
対象とした避難訓練の継続的支援する必
要

（２）避難指示の発令に着目したタイムラインの作成

19 19 ①防災気象情報の改善に伴う避難指示の発令に着目したタイムラインの作成
継続実施：意見照会の結果を踏まえ、「防
災気象情報の改善に伴う」の文言を追加。

20 20 ②避難指示の発令の判断基準に基づいた、マイ・タイムラインの作成 継続実施

21 21 ③「マイ・タイムライン」作成講習の実施

・防災士が中心となった防災教育
・防災士を活用し、防災教室を開始してい
る
・地元コミュニティの代表者が指導して教室
等を開いている
・防災士連絡会
・防災士会の設立
・地域防災サポーター制度（防災士の活
用）
・自主防災組織発足
・防災士総会で実技や防災知識を講義して
いる
・防災士資格取得補助金
・コミュニティ代表が県研修に参加している

・自主防災組織の予算化はできているが使
用できていない
・自主防への補助金の増額

・地域のリーダーの育成
・地元のリーダーの育成
・区長改選に伴う講演
・避難を率先する者としての認定
・地元の防災士さんなどを集めて地元の中
での講話など
・防災士による出前講座の実施

継続実施

22 22 ④タイムラインに基づく実践的な訓練 〇

・防災訓練の連携
・町と地区との防災訓練
・市・区が連携しての防災訓練（50人規模な
どの実動訓練）
・毎年防災訓練について各区長宅での説
明
・防災士が主体となった訓練の実施
・毎年洪水時期に浸水想定地区の避難訓
練を実施している
・避難所運営訓練
・防災訓練等への参加呼びかけ

・防災訓練のマンネリ化
・市民の参加が少ない

・外国人の防災訓練の参加
・町避難訓練への参加する町民増加策

・避難所の設営訓練の参加
・参加することで何らかのポイントを付与

継続実施：進捗率は高いが、単独実施の難
しさや防災訓練のマンネリ化という課題を
踏まえ、実践的な訓練を実施していく必要

23 -
 ⑤気象情報発信時の「危険度の色分け表示」、「警報級の現象になる可能性の情報提供」
 や「メッシュ情報の充実化」等の改善

取組完了：意見照会の結果より気象庁の取
組は引き続き提供していくが、現時点では
一通り完了しているため。

24 23 ⑥洪水時における河川管理者からの情報提供等（ホットラインの構築） 継続実施

２．ソフト対策の主な取組  ①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

（３）防災教育や防災知識の普及
25 24 ①水災害に事前準備に関する問い合わせ窓口の設置 ・様々な目的で一時的に市に来る人達の対

応
継続実施

26 25 ②水防災に関する説明会の開催・イベント等を活用した広報の実施

【イベント】
・イベントでの防災意識啓発・事例紹介
・イベント（スポーツ、お祭り、防災等）での
防災広場開催
・イベント出展（スポーツイベント△、お祭り
フェア△、防災イベント→興味のある人が
集まる）

【広報】
・みんなが分かりやすいパンフレットの作成
・町広報紙への防災に関する記事・コラム・
特集の掲載（月1～2回）
・新聞掲載（防災に関する記事
・広報紙（1回/月、2回/月）
・なめテレ（ローカルTV）での防災発信

【イベント】
・イベントでの防災広場での良いコーナー
がないか

【防災意識】
・スーパー堤防で安全だと思ってしまう住民
がいる
・防災に関しての意識づけ

【広報】
・若い人向けに動画などで広報をする
・インフルエンサーによるSNSからの情報発
信
・なめテレ

継続実施：意見交換会の結果を踏まえ、
「イベント等を活用した」という文言を追加

27 26 ③教員を対象とした講習会の実施 継続実施

28 27 ④小中学生を対象とした防災教育の実施

・小学校での防災教室（子どもから大人ま
で幅広く）
・防災士の活用（小学校の授業で講話）
・小学校での防災講座
・小中学生をターゲットにした防災教室（保
護者の参加も促す）

・子どもに向けた水防の講座 継続実施：意見交換会の結果を踏まえ、中
学生も含むように文言を修正

29 28 ⑤出前講座等を活用した講習会の実施 〇

・出前講座
・出前講座（霞ヶ浦特有の波浪被害等の解
説含む）
・防災講演会、講習会の実施
・土地（災害）の歴史
・防災に関する講習会（霞ヶ浦の地盤高な
ど土地を知ってもらう等）
・土地の歴史（昔は湖だったなど）

・出前講座への参加者の固定化
・年一回ではなかなか身につかない
・毎年同じ出前講座をしても同じ質問しかで
ない
・実施したことが住民に伝わっているか確
認ができない
・リスクが高いところから重点的に支援

・被害シミュレーション（防災に対してのマン
ネリ化）

継続実施：進捗率は高いが、地域や学校等
からの要望に応じた講習会の開催や地域
が自走した講習会の実施等を検討する必
要

30 29 ⑥プッシュ型の洪水予報等の情報発信及びSNS等による情報発信

・固定電話による配信サービス
・防災放送アプリ、コスモキャスト
・ホームページの活用
・防災アプリの構築
・ホームページ
・フェイスブック
・ツイッター（X）
・ライン

・防災放送アプリの登録者数の伸び悩み→
LINEの活用
・防災アプリ登録者が少ない
・発信した情報を受け取っていただいてい
るか
・発信した情報を理解いただいているか

・SNSやLINEで情報発信
・スマホでの防災無線周知
・LINEの整備

継続実施：意見交換会を踏まえ、広義な情
報発信となるよう「SNS等による情報発信」
を追加

31 30 ⑦水位計やライブカメラ等の情報をリアルタイムで提供 〇

継続実施：進捗率は高いが、新規設置の負
担を考慮し、国や県の既存設備を活用して
市町村HP等へリンクし情報を提供等の情
報発信の工夫が必要

32 31 ⑧許可工作物管理者への防災教育の実施 〇
継続実施：進捗率が低いため、許可工作物
管理者への防災教育を支援していく必要

２．ソフト対策の主な取組  ②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

（１）より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化
33 32 ①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施 継続実施

34 33 ②水防団同士の連絡体制の確保 継続実施

35 34 ③水防団や地域住民が参加する洪水に対しリスクが高い区間の共同点検 〇

継続実施：進捗率は高いが、人員不足等の
課題を考慮し、国等の共同点検への参加
を軸に、地域住民の参加方法を検討してい
く必要

36 35 ④関係機関が連携した実働水防訓練の実施 継続実施

37 36 ⑤水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定を促進 〇
・地域ごとの防災力強化（自主防災組織の
活動）

・区長・民生委員・消防団への防災育成 継続実施：進捗率は高いが、消防団が兼務
する実情を踏まえ、消防団員の募集を強化
しつつ、協力団体の指定を検討する必要

38 37 ⑥地域の建設業者による水防支援体制の検討･構築 継続実施

39 38 ⑦内水被害危険箇所の把握及び情報共有 〇

継続実施：進捗率は高いが、過去の被害状
況等から危険箇所を把握し、水防団等の関
係機関との情報共有を引き続き継続・徹底
する必要

40 39 ➇重要水防箇所の見直し及び水防資機材の確認 継続実施

41 40
⑨水防に関する広報の充実
（水防団員確保に係る取組）

・広報などでの防災士の紹介 継続実施

42 41 ➉水防訓練の充実 継続実施

43 42 ⑪水防関係者間での連携、協力に関する検討
・防災士連絡会発足、年1回以上総会を実
施

・自治会の集まりなどで話し合ってもらう 継続実施

２．ソフト対策の主な取組  ③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

（１）排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

44 43
①排水機場･樋門・水門等の情報共有、排水手法等の検討を行い、大規模水害を想定した
排水計画（案）の作成

〇
継続実施：進捗率が低いため、実施率を上
げるために支援していく必要。

45 44 ②排水訓練の実施 〇
継続実施：進捗率が低いため、各種訓練と
の合同実施を含め開催方法等を改善して
いく必要

46 45 ③内水被害危険箇所の排水計画（案）の作成 〇
継続実施：進捗率が低いため、まず排水計
画（案）策定に向けて支援していく必要

47 46 ④排水設備の耐水化 〇
継続実施：進捗率が低いため、耐水化計画
策定のために支援していく必要

48 47 ⑤排水準備計画の作成 〇
継続実施：進捗率が低いため、計画策定に
向けて検討する必要

霞ヶ浦流域の減災に係る取組項目
赤字：意見交換会の意見を踏まえた文言の修正

※流域治水プロジェクトの項目は、既存の項目の中に含まれるため追加
なし

①フォローアップ結果
②意見交換会で出た意見

赤字：防災意識が低い住民に向けた取組、青字：防災意識が高い住民に向けた取組、緑字：防災意識を底上げする取組

（R8-R12）次期取組に向けた
要点
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